
【ご紹介】試験体選定・新評価方法

平成27年2月13日に国土交通省から以下の技術的助言(国住指

4291号)が出されました。

【技術的助言(一部抜粋)】

耐火構造等の認定を受けた仕様に適合する外壁のうち、外装材

(窯業系サイディング)に以下の材料を有機系接着剤で張ったもの

については、当該認定を受けた仕様に適合する外壁として取り

扱っても支障がない。

■外壁に張ることができる材料

(1)不燃材料(告示1400号第1号～第15号)に掲げる材料

(2)以下の外壁の種類に応じて、それぞれに掲げる屋外側の

防火被覆に用いる材料

【ご案内】業務説明会：午前の部を追加

先日ご案内しました、11/13（金）14：00～開催の業務説明会は、
ご好評頂きまして定員に達しました。つきましては追加で同日の午
前10:30～開催することにいたしました。奮ってご参加ください。

今回、特に「初めて認定を取得されたい方」、「過去に取得したが、
間が空いてしまった方」を対象としております。
「大臣認定制度とは」、「必要書類の書き方」等を主にご説明さ
せて頂きます。

■ＧＢＲＣ業務説明会【追加募集】
「防耐火構造・防火材料の大臣認定取得について」
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防火被覆に用いる材料

・耐火構造(告示1399号第1第4号～第7号)

・準耐火1時間構造(告示1380号第1第3号及び第4号)

・準耐火構造(告示1358号第1第3号～第5号)

・防火構造(告示1359号第1各号)

・準防火構造(告示1362号第1及び第2)

技術的助言の内容を満たしていれば、既にタイルなしで認定取

得している構造でも仕上げ材にタイルを用いた施工が可能になり

ます。具体的な内容については防耐火構造の評価担当までお問

合せください。

■日時：平成27年11月13日（金）10:30～【午前の部】
■会場：
大阪府建築健保会館 5階中会議室
（〒540-0019 大阪市中央区和泉町2－1－11）
大阪市営地下鉄 谷町線又は中央線 谷町四丁目駅 ⑧番出
口より 徒歩約6分）
（http://www.kenchiku-kenpo.or.jp/pdf/chizu.pdf）

■参加費：無料
■定員：140名
■申込み方法：下記HPよりお申し込みください
http://www.gbrc.or.jp/contents/training/gbrc_meeting.html
■申込み締切日：10月30日（金）
（締切日以前でも、定員に達しましたら締切らせて頂きます）

技術的助言(国住指4291号)に適合する例

有機系接着剤

仕上材(不燃材料や耐火構造等の告示に
定められた屋外側の材料)は貼ってもOK。

外装材(窯業系サイディング)



【ご紹介】試験体選定・新評価方法

外壁に使用されるサンドイッチパネル（無機または有機断熱材を

鋼板で挟んだパネル）の選定方法※1が整理されました。

＜①内装材なし仕様＞ ＜②内装材あり仕様＞

：外壁（働き幅）

, ：柱,間柱

：内装材

【お知らせ】標準基材（せっこうボード）に関して

防火材料の試験体製作において、せっこうボード(JIS品（GB-R）、

厚さ9.5mm又は12.5mm)を使用される場合、標準基材を用いて試

験体を製作していただいております。

標準基材の大きさに関して、試験体サイズ（99mm×99mm、

220mm×220mm）のものに加えて、この度、910mm×1820mmサイ

ズのものもご用意いたしました。

基材は当方でご準備いたします。

詳細については防火材料評価担当まで

お問合せください。
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【凡例 】

①内装材なし仕様の場合

働き幅最大で試験を行うことで、最大以下を申請範囲に含むこと

ができます。

②内装材あり仕様の場合

働き幅最大と最小でそれぞれ試験を行うことで、最小～最大の

範囲を申請範囲に含むことができます。

詳細については、防耐火構造の評価担当までお問合せください。

※1：防耐火構造,防火材料の性能評価では、これまでに得られた知見を

もとに評価に係わる範囲を決めています。
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【認定情報】大臣認定期間・大臣申請方法

2015年10月現在、大臣申請から約2.0ヶ月後に認定書が交付さ

れております。

大臣申請については『自社申請』又は

『GBRCによる代理申請』が選択できます。

■自社申請：申請者様が大臣申請を行う。

■代理申請：GBRCが代理で大臣申請を行う。

(代理申請交通費負担金として1件あたり1万5千円を頂戴致します)

【編集後記】
防耐火構造、防火材料のメールマガジン第2弾をお届けしました。新耐火棟・耐火防火試験室（池
田）は2015.8.3から業務を開始し、お陰様で順調に試験を実施できております。また、
2015.11.13に開催する業務説明会にも多数のお申込みをいただきありがとうございます。午後の
部はお陰様で定員に達しましたので、午前の部を新たに設けました。皆様に参加して良かったと
思っていただけるよう、説明会当日の資料作成に日々取り組んでおりますので、今後ともよろし
くお願い致します。


